
 

 

 

 

 

 

 

18日(金)に始業式を行いました。２学期の授業日数は 89日

間。最も長い学期のスタートです。この期間には、運動会や合唱

コンクール、修学旅行や職場体験・地域訪問学習などの学年ごと

の活動、そして１・２年生は新人戦など大きな行事があります。

他にも節目となる創立６５周年・中津川中との統合１０周年の創

立記念式や、飯豊町合併６５周年記念の子ども議会などもありま

す。 

行事が多い今学期は、生徒会スローガンである「本気」を見せ

る機会がたくさんあるということです。この「本気」にかける生

徒会役員の皆さんの熱い思いが、言葉や態度からひしひしと伝わ

ってきて、いつも感心しています。しかも、それが次第に全校に

浸透しつつあるように感じています。「本気」だからこそ涙が流

せる、「本気」だからこそ自分が感動できるし他人を感動させら

れる、そして「本気」は人を成長させる。ぜひ、「本気」の取り

組みを通して、それぞれの行事の本当の楽しさを味わい、仲間と

の絆を深め、人として成長できる２学期にしてほしいものです。 

もちろん行事だけでなく、日頃の活動も大切にしてほしいと思

います。１時間１時間の授業、委員会や係などの日常活動、あい

さつや思いやりのある行動、清掃やボランティア活動など、こう

いった日頃の活動がしっかり手を抜かずに行われてこそ、行事で

の輝きは増します。逆に、行事の時だけ「本気」で取り組んで

も、日常生活がだらしなかったり、やるべきことをやらなかった

りということであれば、せっかくの行事での輝きも半減してしま

うでしょう。ぜひ、行事も日頃の活動も「本気」で取り組み、ど

ちらも輝く学期にすることを期待します。 

教職員も、生徒の皆さんの自主的・主体的な姿が増え、頭も

体も心も大きく成長できる学期となるよう、今学期も精一杯支え、 

応援してまいります。保護者ならびに地域の皆様には、今学期もご協力・ご支援のほど

どうぞよろしくお願いいたします。 
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 〈２学期初日の学活のようす〉 



猛暑の中で運動会練習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
飯豊中生の活躍 

 

◇山下泰裕杯置賜地区柔道大会 

  中学男子団体   第３位 
 

◇全日本卓球選手権置賜地区予選会 

  14歳以下女子シングルス 

    第２位 ２年 原田 美來 さん 
 

◇おきたま会長杯卓球大会 

中学男子シングルス A 

第２位 １年 志田 羚斗 さん 

  中学男子シングルス B 

第１位 １年 山口 瑛久 さん 

第３位 １年 本間 心結 さん 

〃  １年 横山 結音 さん 

９月の主な行事 

1 日（金） 創立記念式（６５周年） 

4 日（月） Ⅱ期時間割開始 

６日（水）～８日（金） ２年修学旅行 

              ３年職場体験学習 

 7 日（木） １年地域訪問学習 

 ９日（土） 県駅伝競走大会 

１１日（月） 少年の主張大会 

１２日（火） 芸術鑑賞教室 

１８日（月） 吹奏楽部定期演奏会 

１９日（火） 中間テスト計画表作成 

２２日（金） 地区新人大会壮行式 

２３日（土）～２４日（日） 地区新人大会 

２５日（月）～２６日（火） 振替休業日 

２９日（金） 中間テスト学習優先日 

 ７月３０日(日)、吹奏楽部がやまぎん県民ホールで行

われた山形県吹奏楽コンクールに出場し、「銀賞」を獲

得しました。目標の金賞には届きませんでしたが、部員

も顧問も納得の良い演奏をすることができたということ

です。今まで支えていただいた保護者会の方をはじめ、

関係者の皆様に感謝いたします。 

吹奏楽部 県で納得の演奏 

 来週開催される運動会に向けて、生徒諸君は連日練習 

に励んでいます。組ごとの活動では、組頭や応援団長を 

中心に熱のこもった練習が続けられているところです。 

グループに分かれての練習も取入れられ、先輩から後輩 

へ伝統の応援を伝授する光景も見られます。日に日に各 

組の応援のレベルが上がってきており、本番当日が楽しみです。 

 今年の夏は異常とも言える暑さが続きますが、本校では熱中

症対策として、当初午後に計画していた練習の日程を午前に変

更しました。また、活動場所の暑さ指数(WBGT)を継続的に計

測したり、こまめに水分補給と休憩の時間を確保したりしてい

ます。他に、練習後は生徒全員に塩分入りのタブレットを配っ

て舐めさせるなどの対策もとっています。 

とにかく体調には気を配りながら進めてまいりますが、精神

的には、ちょっと苦手なことでも挑戦したり互いに競い合った

りする中でたくましさを身に付けてほしいと考えます。 


